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千歳高校国際教養科通信 第 12 号 令和 6 年 3 月２２日(金) 

Hospitality ～おもてなし～ 

                    

 

卒業式 

３月１日（金）、国際教養科在籍の生徒が卒業式を迎えました。クラス代表として六鎗さんが校長先生か

ら卒業証書を受け取り、そのあと教室にて、３年間担任を務められた水野先生から、卒業生一人ひとりに卒

業証書が授与されました。 

 水野先生と３年間クラス替えのないクラスメートとで過ごした３年間、学校祭などの行事で中心的な活躍

をしただけでなく、カナダ語学研修、学会発表、千歳市とのコラボによるプロジェクト学習など、果敢にい

ろいろなことに取り組んできました。 

 卒業にあたり、現役生や来るべき新入生のために、国際教養科の学びについてのわかりやすくて素敵なポ

スターも作成してくれました！ 

 千歳高校国際教養科での学びをもとに、それぞれの進路先で、さらなる活躍をされることを祈念いたしま

す！ 

    

 

 

横田千歳市長と本校国際教養科生徒とのコラボによる「千歳高校カーボンニュートラル講座」 

 ２月２７日（火）６校時、国際教養科１年生の「異文化理解」の授業に、千歳市長の横田隆一様、本校国

際教養科２年生で千歳市ゼロカーボン推進委員の一員である西浦くんの 2人をお招きし、千歳市のゼロカー

ボンシティ構想並びに、一緒にカーボンニュートラルについて考えたり議論したりしました。 

 参加した方々全員が、目の前にある環境問題について真剣に講義を聴き、意見交流をする機会を得まし

た。 
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JICA中学生・高校生エッセイコンテスト 特別学校賞 受賞  

 ２月２６日（月）、JICA 北海道所長の阿部裕之様が来校され、本校国際教養科の代表生徒に賞状と表彰

楯の贈呈式が本校校長室にて行われました。 

 今年度は、本校国際教養科の生徒全員が「地球に生きる私たち～未来へつなげるために～」というエッセ

イ作成・提出を通して、一人ひとりが SDGsについて深く考える機会を得ました。 

 １年金子さんと２年武井さんが国際教養科を代表して賞状・表彰楯を阿部所長様から受け取りました。 

  

 

 

道教委 S-TEAM教育推進事業「探究チャレンジ・ジャパン」成果発表会 

２月１日（木）、北海道大学 学術交流会館を会場に、「探究チャレンジ・ジャパン」兼「社会との共創」

推進プロジェクト成果発表会に、1年 3組の５名の生徒が参加してきました。 

 午前中は、英語・日本語で「男女共同参画問題」について SDGs４番「質の高い教育」、５番「ジェンダ

ーの平等」を踏まえた探究活動における仮説・検証活動・仮説の立証・この活動の価値について発表しまし

た。 

 午後は、北海道の代表校と全国の代表校を zoom でつなぎ、本校生徒と札幌国際情報高校の生徒さんと

で、合同口頭発表会の司会進行・運営のお仕事をさせていただきました。 

 また、来年度は「探究チャレンジ・アジア」が開催される予定で、合同口頭発表会の終わりには、「探究

チャレンジ・アジア」に参加予定のタイのチェンマイの高校生と、本校生徒、札幌国際情報高校の生徒さん

との英語での交流も行うことができました。 

 250校を超える出場高校の代表として、私たち千歳高校を含め、約 30校が参加しましたが、どの発表も

とても素晴らしく、とても多くのことを学ぶことができました。 

 

 

3月 18日(月)に、高校入試の合格発表があり、いよいよ、皆さんの後輩が入学してきます。上級生とし

て、後輩に模範を示しつつ、新入生を含め、これまで以上に、お互いが尊敬・尊重し合える集団になっても

らうことを切に願います！ 

 

 


